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平成２７年度 学校便り ６月号
伊仙小・馬根小と交流学習を行いました 水泳学習が始まっています

５月２０日(水)に，伊仙 ５月１４日～６月２６日の

小学校で，鹿浦小，馬根小 期間に,ほーらい館プールを使

伊仙町立鹿浦小学校 の児童が集まり，交流学習 用して水泳学習を4回行います｡

を行いました。 全校児童での学習です。低学

同学年の友達２０人前後 年は，水に顔をつけたり，輪く

の教室で，子どもたちは発 ぐりをしたりと水に慣れる活動
表したり，楽しく遊んだり が中心に，高学年になると，足
生き生きと活動しました。 のけりや息継ぎに気をつけなが

それも，日頃少人数の中での学習で確実に力をつけ らクロールや平泳ぎなどの練習を行っています。
てきている証であると考えます。

豊年祭への児童出演
５・６年生が修学旅行に行ってきました

５月３０日(土)に行われた校区豊年祭に，子どもたちが島
６月１日～４日に，３泊４日で５・６年生が沖縄に 唄と三味線の演奏で出演しました。

伊仙小と合同で修学旅行に行ってきました。 子どもたちの演奏に，集まった方々が笑顔で手拍子をした
天候にも恵まれ，沖縄の自然や歴史を学習したり， り，口ずさんだりしながら，喜んでくださいました。

美ら海水族館などで楽しんだり，国際通りなどで文化 この様子が，６月２日付けの南海日日新聞において掲載さ
に触れたりすることができました。 れたこともとてもうれしいことです。
伊仙小の子どもたちとも，同じ学校の友達のように 今年度も，中井徳次郎さん，西 久幸さん，福山一広さん

仲よく過ごし，友情を深めることができました。 に島口・三味線教室の指導をしていただいています。
今年度も子どもたちが楽しみながら，地域の伝統文化・芸

能を引き継いでいけるよう，地域の皆様の協力をお願いいた
します。

７月の主な行事予定

・ ７日(火) 授業参観・学校保健委員会・ＰＴＡ
・１１日(土) 土曜授業

・１７日(金) 終業式 陸上少年団の活動がスタートしています
・２０日(月) 海の日 親子チャレンジ教室
・２１日(火) ラジオ体操 発足式 今年度の陸上少年団の活動が始まりました。
・２２日(水) 町子ども議会 今年度も，津川 勉さんと直江宏晃さんに指導をいただい
・３１日(金) 出校日 ています。

走力を中心に基礎体力や運動能力の向上に向けて取り組ん
※ 行事の期日は，変更になる場合があります。学級 でいきます。
通信等で確認してください。

陸上少年団の活動 豊年祭での様子

「努力は必ず報われるとは限らない。そんなのわかってます。

でもね...」高橋みなみ（ＡＫＢ４８）のスピーチに思う

校長 下松 勝浩

先日(６月６日)に行われた第７回ＡＫＢ選抜総選挙をぼんや

り見ていたのですが、４位に入った高橋みなみさんのスピーチ

には、とても感動しました。一部を紹介します。

「(前略)～多分みんな､いろんな活動をしていて､「悔しいな」

とか「頑張っても、１００頑張っても1ぐらいしか評価されな

いな」って、たくさん矛盾を感じていると思います。でもね人

生というのはね、きっと｢矛盾と闘うもの｣なんだと思います。

色々思うことがあると思う。でも、頑張らなきゃいけない時っ

ていうのがあるし。頑張らなきゃいけないときっていうのは、

一瞬ではないということを、みんなに覚えておいてほしいなと

思います。（中略）どう頑張ったらテレビに出れるのか。どう

頑張ったら人気がでるのか。みんな悩むと思うんです。でもね

未来は今なんです。今を頑張らないと未来はないということ。

頑張り続けることが、難しいことだってすごくわかってます。

でも、頑張らないと始まらないんだってことをみんなには忘れ

ないで欲しいんです。私は毎年、「努力は必ず報われると、私

高橋みなみは、人生をもって証明します」と言ってきました。

「努力は必ず報われるとは限らない」そんなのわかってます。

でもね、私は思います。頑張っている人が報われて欲しい。だ

から、みんな目標があると思うし夢があると思うんだけど、そ

の頑張りがいつ報われるとかいつ評価されるのかとかわからな

いんだよ。わからない道を歩き続けなきゃいけないの。きつい

けどさ、誰も見ていないとか思わないで欲しいんです。～（後

略）」

「努力する力」「あきらめない力」などの精神力は、子ども

の頃の経験や学習によって養われ、これが大人になってからも

大きく影響します。社会に出て壁にぶつかったとしても、「あ

のときも、できそうもなかったことをやり遂げたじゃないか」

という思い出があればきっと乗り越えられます。学校で身に付

けるべき学力とは、「人生を強く生き抜く力」や「苦労を耐え

て乗り越える力」「多様で複雑な人間関係の現実社会を生き抜

く力」だと私は考えています。それを体験的に身につけること

こそ、学校で勉強する意味なのだと言えます。いよいよ夏本番

です！子どもたちが何かに打ち込み、たくましく成長すること

を期待しています。




